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はじめに
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仙台市の概要
面積： 788.09㎞2

人口：1,045,903人
世帯数：464,857世帯
老年人口比率：18.7％
鉄道駅：46駅（駅前広場16)

路線バス停留所：約1,500箇所
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地震概要（気象庁）

○発生日時 平成23年3月11日 14：46ころ

○震央地名 三陸沖（北緯38.1度、東経142.9度）

○規模 マグニチュード9.0（暫定値）

○市内震度 震度６強 宮城野区

〃 ６弱 青葉区、若林区、泉区

〃 ５強 太白区

○津波 3月11日14：49 太平洋沿岸に大津波警報発令

（3月13日17：58 津波注意報解除）

※最大余震 （4月7日23時32分頃） マグニチュード7.1 宮城県沖

震度６強 宮城野区 震度６弱 青葉区・若林区

震度５強 泉区 震度５弱 太白区
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１ 被災状況
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人的被害（仙台市内）

死者 ７０４名（氏名が分かった方）

行方不明者 ３９名

負傷者 ２,２７３名（把握できたもののみ）

平成23年7月8日第75報より
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建物被害（仙台市内）

全 壊：１７，５３９棟

大規模半壊 ： ９，４７７棟

半 壊：２２，１３２棟

一部 損壊 ：３８，００７棟

平成23年7月13日第76報より
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市内被害額の概要

○市有施設関係：約３，４００億円
・ライフライン関係（水道・ガス・下水道等） １，８５７億円

・都市基盤関係（地下鉄・道路橋梁・公園等） １，１９８億円

・生活衛生関係（廃棄物処理施設等） ２７億円

・建築物関係（学校・市営住宅・庁舎等） ３８６億円

○その他（市有以外）公共施設：約１，４５０億円

○住宅・宅地：約２，６００億円

○農林水産業関係：約７００億円
・農地、農業用機械等 約５００億円

・漁業関係 約８億円

○商工業関係：約２，１５０億円
（有形固定資産並びに製品在庫等の被災状況から想定）

※これらは概算額の推計であり今後の精査により大きく変動する可能性がある
※概数であるため合計額が一致しない場合がある

被害推計額 約1兆３００億円
平成23年7月15日現在
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沿岸部の被害状況（１）

仙台駅

仙台空港

蒲生

仙台港

仙台港付近

宮城野区蒲生付近
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沿岸部の被害状況（２）

仙台駅

仙台空港

岡田

荒浜

宮城野区岡田付近

若林区荒浜
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沿岸部の被害状況（３）

太平洋沿岸部

仙台駅

仙台空港
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水田の被害状況（１）

仙台駅

仙台空港

荒浜

海水が冠水したままの水田（若林区荒浜）

荒浜小学校付近

土壌サンプル採取 若林区荒浜
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水田の被害状況（２）

仙台駅

仙台空港

岡田

種次

高砂南部
排水機場
（蒲生）

高砂南部排水機場
(宮城野区蒲生)

若林区種次（名取川近辺） 若林区種次（東部道路近辺）

宮城野区岡田
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公共施設の被害状況（１）
ガス局港工場

仙台駅

仙台空港

ガス局
港工場

南蒲生浄化ｾﾝﾀｰ
（下水処理施設）

消防ヘリポート

南蒲生浄化ｾﾝﾀｰ（下水処理施設）

消防ヘリポート
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宅地の被害状況（１）

仙台駅

緑ケ丘

太白区緑ケ丘
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宅地の被害状況（２）

青葉区折立

仙台駅
折立

高野原

青葉区高野原
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２ 公共交通の被災状況

（各交通事業者提供写真含む）
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公共交通１

地下鉄南北線八乙女駅付近
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公共交通２

仙台空港線被災状況
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公共交通３

東北新幹線仙台駅及び高架橋電柱破損
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公共交通４

ミヤコーバス気仙沼営業所及び津谷車庫



23

公共交通５

JR仙石線中野栄付近及びJR常磐線坂元駅
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公共交通６

仙台市交通局岡田出張所
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３ 新聞から見える課題

（地元新聞紙のスクラップより）
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新聞から見える課題①
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新聞から見える課題②
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新聞から見える課題③
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新聞から見える課題④
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新聞から見える課題⑤
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新聞から見える課題⑥



32

４ 新たな取り組み
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避難者の状況

※第7報、第10報、第18報、第51報、第58号、第68報、第75報より

3月11日 49箇所 30箇所 29箇所 31箇所 32箇所 171箇所
20:00 17,199人 19,614人 15,614人 11,847人 7,283人 71,557人

3月12日 83箇所 37箇所 40箇所 54箇所 44箇所 258箇所
11:30 27,624人 28,177人 20,449人 19,371人 10,326人 105,947人

3月19日 37箇所 40箇所 32箇所 16箇所 16箇所 141箇所
17:00 2,091人 5,325人 5,087人 916人 572人 13,991人

4月15日 5箇所 5箇所 15箇所 3箇所 1箇所 29箇所
9:00 70人 916人 1,403人 90人 54人 2,533人

5月10日 4箇所 5箇所 8箇所 3箇所 1箇所 21箇所
9:00 44人 762人 1,034人 67人 28人 1,935人

6月15日 1箇所 4箇所 7箇所 2箇所 1箇所 15箇所
9:00 4人 394人 481人 21人 6人 906人

7月8日 0箇所 1箇所 6箇所 1箇所 1箇所 9箇所
9:00 0人 65人 221人 5人 4人 295人

太白区 泉区 合計青葉区 宮城野区 若林区
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避難所巡回バス
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５ 復旧・復興への課題
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代替輸送と利用情報Ⅰ
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代替輸送と利用情報Ⅱ
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代替輸送と利用情報Ⅲ
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公共交通復旧状況（１）

○市営バス 3月12日 ほぼ7割の路線で運行、

地下鉄運休のための代替輸送を実施(13日も）

3月13日 主要幹線路線を不定期運行開始

3月14日 主要幹線路線で30分～1時間間隔で運行

・地下鉄台原⇔泉中央で無料シャトルバス運行開始

3月28日～ 休日ダイヤで全便運行

4月18日～ 始発便から通常運行再開

○地下鉄 施設被害→八乙女駅上屋の鉄骨アンカー破断。北側半分が

崩落の可能性

3月12日、13日 運休（市営バスでの代替輸送）

3月14日 富沢⇔台原で運転開始

台原⇔泉中央は無料シャトルバスで代替運行

4月 1日 黒松⇔旭ヶ丘⇔台原各駅間無料バス運行

4月29日 全線再開
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公共交通復旧状況（２）

○ＪＲ線 震災後 ＪＲ仙台駅 被害により立ち入り禁止

3月21日 東西自由通路の通行再開

東北新幹線 4月12日 東京⇔福島 運転再開

4月27日 福島⇔仙台 運転再開

在来線 3月28日仙石線一部再開

3月31日東北線一部再開 ×4月7日余震

4月4日 仙山線一部再開

4月12日以降、仙台⇔近郊順次再開

※仙台⇔一ノ関 ・岩切⇔利府 4月21日再開
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復旧・復興の課題(まとめ)

１ 避難（帰宅困難者）等防災対応不十分

２ 燃料の不足

3 代替輸送手段の不全

４ 利用情報ツールと周知の不十分
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復旧・復興への課題(自転車)
時事通信3月25日
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ともに、前へ 仙台

皆様からの暖かいご支援ご協力に感謝申し上げます


